
自動運転とドライバの視線監視 

本書で取り上げる技術対象 

自動車の自動運転技術が急ピッチに進んでいます。自動運転では様々な情報

をヘッドアップディスプレイ HUD に表示し、安心・安全な自動運転を提供し、

ドライバの手動モードへのオーバーライドに対応し、仮想現実 VR などの最新技

術を活用するなど、視線監視技術が重要な技術分野になります。 

本書は 2014 年以後に特許出願された特許情報 349 件を調べ、運転者（ドライ

バ）の視線監視に着目した典型的な発明 93 件を抽出して技術と特許をつなぐ注

目すべき最新の観点（アングル）を探りました。自動運転と紐付した視線監視

技術は、安全・安心はもちろん、ドライバや同乗者の心理や快適性、V2X とのイ

ンフォマティックス対応などと複合し、ますます重要性を高めると思われます。

ぜひ、本書を技術と特許を結ぶ研究開発の最新俯瞰資料としてご利用ください。 
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◆ガイドマップの説明 

観点（アングル） 件数 定義 

視線に適したモニター

表示 
22 件 

自動運転では周囲環境や車両情報など、さまざまな情報を

表示するモニターの役割が重要になります。ドライバの視

線の流れに適した画像の編集や、目の高さや視線の位置に

合わせた道路標識や風景の案内表示など、モニター技術に

特徴がある特許情報を取り上げました。視線の誘導やモニ

ター酔い対策なども含まれています。 

安全な自動運転の確保 22 件 

自動運転では安全が絶対条件です。視線監視による安全確

保に特徴がある特許情報を取り上げました。障害物検出時

の減速運転やドライバの習慣を学習する自動運転、ドライ

バの運転力量にあわせたスピード設定、ドライバの不安感

軽減のほか、自動や手動時の運転席の自動調整なども含ま

れています。 

視線監視と自動/手動 

モード 
18 件 

視線監視は自動モード/手動モードの切替などに重要な一

つの技術的観点です。ドライバの視線監視と運転モードに

着目した特許情報を取り上げました。ドライバの覚醒度

（運転対応力）の判断のほか、ヘッドアップディスプレイ

HUD 切替、オーバーライド時のドライバ能力判定などが

含まれています。 

ドライバ視覚の拡張 15 件 

ドライバや乗員の視野の確保は自動運転でも必要です。こ

の観点にはバーチャルリアリティ VR を用いた自動運転や

運転支援の視覚の拡張技術だけに限らず、車両周囲や死角

への対応など、自動運転に限らないドライバの視野の確保

に着目した特許情報も含めました。 

視線と感情 9 件 

視線や目の動きからドライバの感情を探る技術を取り上

げます。ドライバの感情だけでなくドライバ以外の感情把

握のほか、自動運転に適した覚醒刺激や、視線による意識

喪失等の緊急対応なども含まれています。 

視線のセンシング技術 5 件 

ドライバの視線を検出するセンシング技術に着目した特

許情報を取り上げます。赤外線カメラによる瞳孔とプルキ

ニエ像から視線を検出する技術や検出した視線情報のキ

ャリブレーションなどが含まれています。 

参考になる観点 2 件 
上記の観点には含まれないが、後部座席の同乗者の視線監

視など、参考になる特許情報を取り上げました。 

                                  （計 93 件） 
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加温販売用容器詰炭酸入り飲料 

分類の特徴を示す代表的な特許図面を掲載しています 

特開2013-42757 
加温販売用容器詰炭酸入り飲料 

視線に適した 
モニター表示 

ドライバ視覚の拡張 

視線監視と 
自動/手動モード 

安全な 
自動運転の確保 
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アングルの定義 
自動運転では周囲環境や車両情報など、さまざまな情報を表示するモニターの役割が重要になります。ドラ
イバの視線の流れに適した画像の編集や、目の高さや視線の位置に合わせた道路標識や風景の案内表示
など、モニター技術に特徴がある特許情報を取り上げました。視線の誘導やモニター酔い対策なども含まれ
ています。 

視線に適した 
モニター表示 
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公開特許ＪＰ抄録
特開2017-16457
（Ｐ２０１７－１６４５７Ａ）

(43)公開日  平成29年(2017)1月19日審査請求  未請求  請求項の数19  ＯＬ （全34頁）

(21)特願2015-133434

(22)平成27年(2015)7月2日

(51)Int.Cl.                                  ＦＩテーマコート゛（参考）
   G08G   1/09    (2006.01) 5H181             G08G    1/09           A

【Ｆターム】5H181 AA01  FF04  FF35  LL20  

(71)出願人  パナソニックＩＰマネジメント株式会社 大阪府大阪市中央区城見２丁目１番６１号
(72)発明者  望月  誠（外3名）

(54)【発明の名称】表示制御装置、投影装置、表示制御プログラム、および記録媒体

(57)【要約】

【課題】表示媒体に表示される制限速度の視認性を改善

する。

【解決手段】表示制御装置２０において、制御部２０２

は、入力部２０１から入力した制限速度情報に基づいて

、車両が走行する道路の制限速度の変化を検知した後、

入力部２０１から入力した車両情報に基づいて、制限速

度の変化の通知の顕著性を高める必要性が高いか否かを

判定し、必要性が高いと判定した場合、表示部３０に対

して、表示媒体における第１の提示画像の表示から第２

の制限速度を示す第２の提示画像の表示へ第１の切替方

法により切替させ、必要性が高くないと判定した場合、

第１の提示画像の表示から第２の提示画像の表示へ第１

の切替方法と異なる第２の切替方法により切替させる。

【選択図】図１

【技術分野】

【０００１】

本発明は、車両等の乗員に対して提供される情報の表示

を制御する表示制御装置、投影装置、表示制御プログラ

ム、および記録媒体に関する。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

車両の情報、車両内部の情報、および車両外部の情報の

うち少なくとも１つの情報である車両情報、並びに、前

記車両が走行する道路の制限速度の情報を受け取る入力

部と、

前記車両情報および前記制限速度の情報に基づいた所定

画像を生成して表示媒体に出力する表示部を制御する制

御部と、

を備え、

前記所定画像は、前記表示媒体に表示されたときに、前

記制限速度を示す提示画像を表し、

前記制御部は、

第１の制限速度を示す第１の提示画像を表す第１の所定

画像を前記表示部に生成させ、

前記車両が走行する道路の制限速度の、前記第１の制限

速度から、前記第１の制限速度より低い第２の制限速度

への変化を検知し、

前記制限速度の変化の検知後、前記車両情報に基づいて

、前記制限速度の変化の通知の顕著性を高める必要性が

高いか否かを判定し、

前記通知の顕著性を高める必要性が高いと判定した場合

2 NeoTechnology
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特開2017-16457(2)

、前記表示部を用いて、前記表示媒体における前記第１

の提示画像の表示から前記第２の制限速度を示す第２の

提示画像の表示へ第１の切替方法により切替させ、一方

、前記通知の顕著性を高める必要性が高くないと判定し

た場合、前記第１の提示画像の表示から前記第２の提示

画像の表示へ前記第１の切替方法と異なる第２の切替方

法により切替させる、

表示制御装置。

【請求項２】

前記車両情報が、前記車両の走行速度を示す情報である

場合、

前記制御部は、

前記車両の走行速度が前記第２の制限速度以下である場

合、前記制限速度の変化の通知の顕著性を高める必要性

が高くないと判定し、

前記車両の走行速度が前記第１の制限速度以下であって

、かつ、前記第２の制限速度より大きい場合、前記制限

速度の変化の通知の顕著性を高める必要性が高いと判定

する、

請求項１に記載の表示制御装置。

【請求項３】

前記車両情報が、前記車両の加速度を示す情報である場

合、

前記制御部は、

前記車両が減速している場合、前記制限速度の変化の通

知の顕著性を高める必要性が高くないと判定し、

前記車両が加速している場合、または、前記車両が一定

の速度である場合、前記制限速度の変化の通知の顕著性

を高める必要性が高いと判定する、

請求項１に記載の表示制御装置。

【請求項４】

前記車両情報が、前記車両の先行車両に対する相対速度

を示す情報である場合、

前記制御部は、

前記相対速度が負である場合、前記制限速度の変化の通

知の顕著性を高める必要性が高くないと判定し、

前記相対速度が正である場合、前記制限速度の変化の通

知の顕著性を高める必要性が高いと判定する、

請求項１に記載の表示制御装置。

【請求項５】

前記車両情報が、前記車両の乗員の覚醒度を示す情報で

ある場合、

前記制御部は、

前記覚醒度が所定値以上である場合、前記制限速度の変

化の通知の顕著性を高める必要性が高くないと判定し、

前記覚醒度が前記所定値未満である場合、前記制限速度

の変化の通知の顕著性を高める必要性が高いと判定する

、

請求項１に記載の表示制御装置。

【請求項６】

前記車両情報が、前記車両の乗員への通知を示す情報で

ある場合、

前記制御部は、

前記車両の乗員への通知を示す情報が存在する場合、前

記制限速度の変化の通知の顕著性を高める必要性が高く

ないと判定し、

前記車両の乗員への通知を示す情報が存在しない場合、

前記制限速度の変化の通知の顕著性を高める必要性が高

いと判定する、

請求項１に記載の表示制御装置。

【請求項７】

前記車両情報が、前記車両の乗員の年齢を示す情報であ

る場合、

前記制御部は、

前記年齢が所定値未満である場合、前記制限速度の変化

の通知の顕著性を高める必要性が高くないと判定し、

前記年齢が所定値以上である場合、前記制限速度の変化

の通知の顕著性を高める必要性が高いと判定する、

請求項１に記載の表示制御装置。

【請求項８】

前記車両情報が、前記車両の乗員の運転技術を示す情報

である場合、

前記制御部は、

前記運転技術が高い場合、前記制限速度の変化の通知の

顕著性を高める必要性が高くないと判定し、

前記運転技術が低い場合、前記制限速度の変化の通知の

顕著性を高める必要性が高いと判定する、

請求項１に記載の表示制御装置。

【請求項９】

前記車両情報が、前記車両の周辺に存在する注意喚起対

象を示す情報である場合、

前記制御部は、

前記注意喚起対象が存在する場合、前記制限速度の変化

の通知の顕著性を高める必要性が高くないと判定し、

前記注意喚起対象が存在しない場合、前記制限速度の変

化の通知の顕著性を高める必要性が高いと判定する、

請求項１に記載の表示制御装置。

【請求項１０】

前記第１の切替方法は、前記第１の提示画像の表示を停

止させた後、第１の時間の経過後に、前記第２の提示画

像を表示させ、前記第２の切替方法は、前記第１の提示

画像の表示を停止させた後、ゼロ以上かつ前記第１の時

間未満である第２の時間経過後に、前記第２の提示画像

を表示させる、

請求項１に記載の表示制御装置。

【請求項１１】

前記第１の切替方法は、前記第２の切替方法よりも、前

記第１の提示画像から前記第２の提示画像への切替の際

の輝度の変化が大きい、

請求項１に記載の表示制御装置。
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特開2017-16457(3)

【請求項１２】

前記第１の切替方法は、第１の輝度の前記第１の所定画

像の生成を停止することで前記表示媒体における前記第

１の提示画像の表示を停止させた後、前記第１の輝度と

異なる第２の輝度の第２の所定画像を生成することで前

記表示媒体に前記第２の提示画像を表示させる方法であ

り、

前記第２の切替方法は、前記第１の輝度の前記第１の所

定画像の生成を停止することで前記表示媒体における前

記第１の提示画像の表示を停止させた後、前記第２の輝

度と異なる第３の輝度の第２の所定画像を生成すること

で前記表示媒体に前記第２の提示画像を表示させる方法

であり、

前記第１の輝度と前記第２の輝度との差分は、前記第１

の輝度と前記第３の輝度との差分より大きい、

請求項１１に記載の表示制御装置。

【請求項１３】

前記第１の輝度と前記第３の輝度は同じである、

請求項１２記載の表示制御装置。

【請求項１４】

前記第１の切替方法は、第１の輝度の前記第１の所定画

像の生成を停止することで前記表示媒体における前記第

１の提示画像の表示を停止させた後、第３の時間におい

て前記第１の輝度より大きい第２の輝度まで徐々に輝度

が増加するように第２の所定画像を生成することで前記

表示媒体に前記第２の提示画像を表示させる方法であり

、

前記第２の切替方法は、前記第１の輝度の前記第１の所

定画像の生成を停止することで前記表示媒体における前

記第１の提示画像の表示を停止させた後、第４の時間に

おいて前記第２の輝度まで徐々に輝度が増加するように

前記第２の所定画像を生成することで前記表示媒体に前

記第２の提示画像を表示させる方法であり、

前記第４の時間は、前記第３の時間より長い、

請求項１１に記載の表示制御装置。

【請求項１５】

前記第１の切替方法は、第１の輝度の前記第１の所定画

像の生成を停止することで前記表示媒体における前記第

１の提示画像の表示を停止させた後、第５の時間におい

て前記第１の輝度まで徐々に輝度が増加するように第２

の所定画像を生成することで前記表示媒体に前記第２の

提示画像を表示させる方法であり、

前記第２の切替方法は、前記第１の輝度の前記第１の所

定画像の生成を停止することで前記表示媒体における前

記第１の提示画像の表示を停止させた後、第６の時間に

おいて前記第１の輝度まで徐々に輝度が増加するように

前記第２の所定画像を生成することで前記表示媒体に前

記第２の提示画像を表示させる方法であり、

前記第５の時間は、２０ｍｓｅｃを超える所定の時間で

あり、前記第６の時間は、前記第５の時間より長い、

請求項１１に記載の表示制御装置。

【請求項１６】

前記第１の切替方法は、第１の輝度の前記第１の所定画

像の生成を停止することで前記表示媒体における前記第

１の提示画像の表示を停止させる際、前記第１の所定画

像の輝度が第７の時間において前記第１の輝度未満の所

定輝度まで徐々に減少させた後、前記第１の輝度の第２

の所定画像を生成することで前記表示媒体に前記第２の

提示画像を表示させる方法であり、

前記第２の切替方法は、第１の輝度の前記第１の所定画

像の生成を停止することで前記表示媒体における前記第

１の提示画像の表示を停止させる際、前記第１の所定画

像の輝度が第８の時間において前記第１の輝度未満の所

定輝度まで徐々に減少させた後、前記第１の輝度の前記

第２の所定画像を生成することで前記表示媒体に前記第

２の提示画像を表示させる方法であり、

前記第７の時間は、２０ｍｓｅｃを超える所定の時間で

あり、前記第８の時間は、前記第７の時間より長い、

請求項１１に記載の表示制御装置。

【請求項１７】

車両の情報、車両内部の情報、および車両外部の情報の

うち少なくとも１つの情報である車両情報、並びに、前

記車両が走行する道路の制限速度の情報を受け取る入力

部と、

前記車両情報および前記制限速度の情報に基づいた所定

画像を生成して表示媒体に出力する表示部と、

前記表示部を制御する制御部と、

を備え、

前記所定画像は、前記表示媒体に表示されたときに、制

限速度を示す提示画像を表し、

前記制御部は、

第１の制限速度を示す第１の提示画像を表す第１の所定

画像を前記表示部に生成させ、

前記車両が走行する道路の制限速度の、前記第１の制限

速度から、前記第１の制限速度より低い第２の制限速度

への変化を検知し、

前記制限速度の変化の検知後、前記車両情報に基づいて

、前記制限速度の変化の通知の顕著性を高める必要性が

高いか否かを判定し、

前記制限速度の変化の通知の顕著性を高める必要性が高

いと判定した場合、前記表示部を用いて、前記表示媒体

における前記第１の提示画像の表示から前記第２の制限

速度を示す第２の提示画像の表示へ第１の切替方法によ

り切替させ、一方、前記制限速度の変化の通知の顕著性

を高める必要性が高くないと判定した場合、前記第１の

提示画像の表示から前記第２の提示画像の表示へ前記第

１の切替方法と異なる第２の切替方法により切替させる

、

投影装置。

【請求項１８】
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車両の情報、車両内部の情報、および車両外部の情報の

うち少なくとも１つの情報である車両情報、並びに、前

記車両が走行する道路の制限速度の情報を取得する取得

部と、表示媒体に表示されたときに制限速度を示す提示

画像を表し、前記車両情報および前記制限速度の情報に

基づいた所定画像を生成して前記表示媒体に出力する表

示部と、を含む表示システムにおける表示制御装置にお

いて実行される表示制御プログラムであって、

前記表示制御装置のコンピュータに対して、

第１の制限速度を示す第１の提示画像を表す第１の所定

画像を前記表示部に生成させる処理と、

前記車両が走行する道路の制限速度の、前記第１の制限

速度から、前記第１の制限速度より低い第２の制限速度

への変化を検知する処理と、

前記制限速度の変化の検知後、前記車両情報に基づいて

、前記制限速度の変化の通知の顕著性を高める必要性が

高いか否かを判定し、

前記制限速度の変化の通知の顕著性を高める必要性が高

いと判定した場合、前記表示部を用いて、前記表示媒体

における前記第１の提示画像の表示から前記第２の制限

速度を示す第２の提示画像の表示へ第１の切替方法によ

り切替させ、一方、前記制限速度の変化の通知の顕著性

を高める必要性が高くないと判定した場合、前記第１の

提示画像の表示から前記第２の提示画像の表示へ前記第

１の切替方法と異なる第２の切替方法により切替させる

処理と、

を実行させる表示制御プログラム。

【請求項１９】

車両の情報、車両内部の情報、および車両外部の情報の

うち少なくとも１つの情報である車両情報、並びに、前

記車両が走行する道路の制限速度の情報を取得する取得

部と、表示媒体に表示されたときに制限速度を示す提示

画像を表し、前記車両情報および前記制限速度の情報に

基づいた所定画像を生成して前記表示媒体に出力する表

示部と、を含む表示システムにおける表示制御装置にお

いて実行される表示制御プログラムを記録したコンピュ

ータ読み取り可能で非一時的な記録媒体であって、

前記表示制御装置のコンピュータに対して、

第１の制限速度を示す第１の提示画像を表す第１の所定

画像を前記表示部に生成させる処理と、

前記車両が走行する道路の制限速度の、前記第１の制限

速度から、前記第１の制限速度より低い第２の制限速度

への変化を検知する処理と、

前記制限速度の変化の検知後、前記車両情報に基づいて

、前記制限速度の変化の通知の顕著性を高める必要性が

高いか否かを判定し、

前記制限速度の変化の通知の顕著性を高める必要性が高

いと判定した場合、前記表示部を用いて、前記表示媒体

における前記第１の提示画像の表示から前記第２の制限

速度を示す第２の提示画像の表示へ第１の切替方法によ

り切替させ、一方、前記制限速度の変化の通知の顕著性

を高める必要性が高くないと判定した場合、前記第１の

提示画像の表示から前記第２の提示画像の表示へ前記第

１の切替方法と異なる第２の切替方法により切替させる

処理と、

を実行させる表示制御プログラムを記録した記録媒体。
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アングルの定義 
自動運転では安全が絶対条件です。視線監視による安全確保に特徴がある特許情報を取り上げました。障
害物検出時の減速運転やドライバの習慣を学習する自動運転、ドライバの運転力量にあわせたスピード設
定、ドライバの不安感軽減のほか、自動や手動時の運転席の自動調整なども含まれています。 

安全な自動運転の 
確保 
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特開2017-1532
（Ｐ２０１７－１５３２Ａ）

(43)公開日  平成29年(2017)1月5日審査請求  有  請求項の数8  ＯＬ （全12頁）

(21)特願2015-117705

(22)平成27年(2015)6月10日
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【Ｆターム】3D241 BA29  BA33  BA60  BA70  
                  BC01  BC04  CC02  CC08  
                  CC17  CD26  CD28  CE03  

(71)出願人  富士重工業株式会社 東京都渋谷区恵比寿一丁目２０番８号
(72)発明者  鷹左右  康

(54)【発明の名称】車両の走行制御装置

［続きあり］

(57)【要約】

【課題】たとえ、ドライバの異常状態を検出するスイッ

チ・センサ等がドライバの異常を誤検出しても不要な退

避走行の実行を防止し、ドライバの運転を考慮して適切

な退避走行を行う。

【解決手段】自動運転制御、非自動運転制御の際に、ド

ライバの異常状態が検出されると、退避制御に移行し、

まず、退避走行を開始するまでの待機時間ｔstを少なく

ともドライバの意識レベルに応じて算出し、該待機時間

ｔstが経過した後に退避走行が実行される。この際、待

機時間ｔstの間にドライバによるオーバーライド入力が

あった場合には、該オーバーライド入力を優先するが、

待機時間ｔst経過後に退避走行を開始してからオーバー

ライド入力があった場合には、該オーバーライド入力よ

り退避走行を優先して実行する。

【選択図】図２

【技術分野】

【０００１】

本発明は、異常状態等の際に自動運転の技術で退避走行

を行う車両の走行制御装置に関する。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

自車両が走行する走行環境情報を取得する走行環境情報

取得手段と、

自車両の走行情報を検出する走行情報検出手段と、

上記走行環境情報と上記自車両の走行情報に基づいて自

車両を退避走行させる退避走行実行手段とを備えた車両

の走行制御装置において、

ドライバの異常状態を検出する異常状態検出手段と、

上記異常状態検出手段で上記ドライバの異常状態を検出

した際に、上記退避走行実行手段が上記退避走行を開始

するまでの待機時間を算出する待機時間算出手段と、

を備えたことを特徴とする車両の走行制御装置。

【請求項２】

上記待機時間算出手段は、上記待機時間を、少なくとも

上記異常状態検出手段で検出されるドライバの意識レベ

ルに応じて設定することを特徴とする請求項１記載の車

両の走行制御装置。

【請求項３】

上記待機時間算出手段は、上記待機時間を、自車両が自

動運転状態ではない場合には、上記異常状態検出手段で

検出されるドライバの意識レベルと上記走行環境情報取

得手段の信頼度と上記自車両が走行する走行環境情報と
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上記自車両の走行情報に応じて設定することを特徴とす

る請求項１又は請求項２記載の車両の走行制御装置。

【請求項４】

上記退避走行実行手段は、上記異常状態検出手段で上記

ドライバの異常状態を検出して上記退避走行を開始する

までの上記待機時間の間に、ドライバによるオーバーラ

イド入力があった場合には、該オーバーライド入力を優

先することを特徴とする請求項１乃至請求項３の何れか

一つに記載の車両の走行制御装置。

【請求項５】

上記退避走行実行手段は、上記待機時間経過後に上記退

避走行を開始してからドライバによるオーバーライド入

力があった場合には、該オーバーライド入力より上記退

避走行を優先して実行することを特徴とする請求項１乃

至請求項４の何れか一つに記載の車両の走行制御装置。

【請求項６】

上記退避走行を車内で視覚的に報知する車内報知手段を

有し、

上記車内報知手段は、上記車内での報知を、上記異常状

態検出手段で上記ドライバの異常状態を検出してから行

うことを特徴とする請求項１乃至請求項５の何れか一つ

に記載の車両の走行制御装置。

【請求項７】

上記退避走行を車外に視覚的に報知する車外報知手段を

有し、

上記車外報知手段は、上記車外での報知を、上記退避走

行が開始されてから行うことを特徴とする請求項１乃至

請求項６の何れか一つに記載の車両の走行制御装置。

【請求項８】

上記退避走行を聴覚的に報知する聴覚報知手段を有し、

上記聴覚報知手段は、上記聴覚的な報知を、上記異常状

態検出手段で上記ドライバの異常状態を検出してから行

うことを特徴とする請求項１乃至請求項７の何れか一つ

に記載の車両の走行制御装置。
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ＩＰＣ/ＦＩガイド 
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ＩＰＣ／ＦＩガイド 
 

深掘した調査を行う上でのガイドとしてもご利用いただけます。深掘調査には特許分類 IPC（国際特許

分類）や日本特許庁独自の FI（ファイルインデックス）を使うと便利です。この IPC/FI ガイドでは、本

書で実際にとりあげた全アングルの特許情報に用いられている IPCと FIを抽出し、掲載しています。実

際の公報に付与されている IPCと FIを知り、それに基づいて類似の公報を探る場合の手がかりとしてご

利用いただくことを目的としています。IPC、FIの説明は「特許情報プラットフォーム」をご参照くださ

い。 

「特許情報プラットフォーム」https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ 

自動運転とドライバの視線監視 上位 5位のＩＰＣ／ＦＩ 

・ 頻出度上位 5位までを掲載しています。 

・ IPCは発明情報、付加情報の区別なく集計しています。 

・ FIは公報フロントページではなく、審査経過情報に付与されている FIを記載しています。編集時点で審査経過

情報の無いものは除いています。 

 

 

視線に適したモニター表示：22 件 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

G08G1/16 

B60K35/00 

H04N7/18 

B60R1/00 

B60R11/02 

(20060101) 

(20060101) 

(20060101) 

(20060101) 

(20060101) 

12 

12 

11 

9 

8 

H04N  7/18      J 

G08G  1/16      C 

B60R  1/00      A 

B60R 11/02      C 

B60K 35/00      A 

B60K 35/00      Z 

11 

9 

9 

8 

6 

6 

     

 

 

安全な自動運転の確保：22 件 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

G08G1/16 

B60R21/00 

B60W50/14 

B60T7/12 

B62D6/00 

B60W40/08 

(20060101) 

(20060101) 

(20120101) 

(20060101) 

(20060101) 

(20120101) 

17 

13 

9 

7 

6 

6 

G08G  1/16      C 

B60W 50/14        

B60W 40/08        

B60W 30/09        

B62D  6/00        

10 

9 

6 

5 

5 
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掲載特許一覧表 
公報番号昇順 

 

公報番号 出願人 発明の名称 出願日 アングル 

特開 2015-084253 マツダ株式会社 ドライバ感情推定装置 2015/01/08 視線と感情 

特開 2015-133050 みこらった株式会社 自動運転車 2014/01/15 視線監視と自動
/手動モード 

特開 2015-139194 トヨタ自動車株式会社 運転支援装置 2014/01/24 視線に適したモ
ニター表示 

特開 2015-141101 アイシン・エィ・ダブリュ株
式会社 

ナビゲーション装置、ナビゲ
ーション方法及びプログラム 

2014/01/29 視線監視と自動
/手動モード 

特開 2015-154125 株式会社デンソー 車両周辺画像表示装置、車両
周辺画像表示方法 

2014/02/12 ドライバ視覚の
拡張 

特開 2015-162901 ハーマン インターナショナ
ル インダストリーズ イン
コーポレイテッド 

ライブ映像を有する仮想透過
型インストルメントクラスタ 

2015/02/19 ドライバ視覚の
拡張 

特開 2015-170172 いすゞ自動車株式会社 車載用交通情報表示装置 2014/03/07 ドライバ視覚の
拡張 

特開 2015-170915 株式会社デンソー 車両周辺画像表示装置、車両
周辺画像表示方法 

2014/03/05 ドライバ視覚の
拡張 

特開 2015-184584 株式会社豊田中央研究所 画像表示制御装置及びプログ
ラム 

2014/03/25 視線に適したモ
ニター表示 

特開 2015-185085 日産自動車株式会社 情報呈示装置及び情報呈示方
法 

2014/03/26 視線監視と自動
/手動モード 

特開 2015-185088 日産自動車株式会社 情報呈示装置及び情報呈示方
法 

2014/03/26 視線監視と自動
/手動モード 

特開 2015-197706 株式会社デンソー 車両用表示制御装置 2014/03/31 視線に適したモ
ニター表示 

特開 2015-207163 株式会社デンソー,学校法人
中部大学 

状態推定装置、および状態推
定プログラム 

2014/04/21 視線と感情 

特開 2015-219631 株式会社リコー 表示装置、車両 2014/05/15 視線に適したモ
ニター表示 

特開 2015-231828 株式会社リコー 表示装置、移動体 2015/03/24 視線のセンシン
グ技術 

特開 2015-232859 株式会社デンソー 安全確認支援システム、安全
確認支援方法 

2014/06/11 視線に適したモ
ニター表示 

特開 2016-007989 クラリオン株式会社 車両制御装置及び車両制御方
法 

2014/06/26 安全な自動運転
の確保 

特開 2016-016761 日野自動車株式会社 車両用表示装置 2014/07/09 視線に適したモ
ニター表示 

特開 2016-022951 トヨタ モーター セール
ス，ユー．エス．エー．，イン
コーポレイティド 

車両の後列座席領域監視 2015/07/16 視線のセンシン
グ技術 

特開 2016-028318 トヨタ モーター エンジニ
アリング アンド マニュフ
ァクチャリング ノース ア
メリカ，インコーポレイティ
ド,トヨタ モーター セー
ルス，ユー．エス．エー．，イ
ンコーポレイティド 

乗り物の自動緊急応答システ
ムのためのコンピュータ記憶
媒体及び方法 

2015/06/11 視線と感情 

特開 2016-038768 トヨタ自動車株式会社 車両制御装置 2014/08/08 視線監視と自動
/手動モード 

特開 2016-041576 センソリー・インコーポレイ
テッド 

自動化された死角の可視化の
ための技術 

2015/08/12 ドライバ視覚の
拡張 

特開 2016-048552 トヨタ自動車株式会社 外部情報のドライバへの提供 2015/08/25 ドライバ視覚の
拡張 

特開 2016-049953 日産自動車株式会社 後方確認装置及び後方確認方
法 

2014/09/02 視線に適したモ
ニター表示 
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